
別紙様式２（高） 

令和５年度 県立大子清流高等学校自己評価表 
目指す学校像 人間尊重の精神を基盤に、社会の変化に主体的に対応できる、個性的で創造性や国際性に富む、心豊かな人間を育成する。 

◯一人一人の生徒を大切にし、対話を基本としたきめ細かな教育を行う学校 

◯自分の将来を深く考え、主体的に進路実現ができる能力を育む学校 

◯地域と共生し、地方創生に貢献できる教育を行う学校 

昨年度の成果と課題 重点項目 重点目標 達成状況 

大子一高・大子二高の歴史と伝統を引き継いで

誕生した本校は、昨年度第 17 回目の卒業生を送

り出した。新型コロナウイルス感染症の蔓延によ

り、臨終休業措置がとられた中、対面とオンライ

ンを組み合わせた課題解決に向けた学習と進路

指導により、大学進学者 8名、公務員 4名を始め

とし、進学･就職に良好な実績（就職・進学 100％）

を残すことができた。多様な進路希望を実現でき

る確かな学力を育成するため、「主体的･対話的で

深い学び」の実現に向けた授業改善の取り組みを

一層推進し、生徒の学習意欲の向上に繋げてい

る。 

さらに、創意工夫を活かした特色ある教育活動

の推進を目指し、県より重点校の指定を受けた、

チャレンジプロジェクトを実践しており、オオク

ワガタの養殖・販売や異文化交流、ドローン講習

や福祉実習など、様々な探究活動を通して問題発

見・解決能力が伸長している。 

しかし、部活動においては、生徒数の減少によ

り、存続危機の部もあるため、部活動の再編を図

りながら、さらなる活性化が求められる。 

また、開かれた学校づくりに向けた、ホームペ

ージの充実、「清流だより」の配布等を行ってい

るが、地域、県内、県外の中学生・保護者への浸

透はまだまだ十分ではない。 

急激な中学校卒業生徒数減少の中、本年度も昨

確かな学力を育む、学習指導の推進 ● 主体的学習態度の育成 

・学習意欲を喚起し「主体的、対話的で深い学び」を実現するための授業

改善 

・言語活動の充実及び教科横断的なカリキュラムマネジメントの実践 

・課外授業の参加促進及び Classi の活用等による家庭学習の習慣化 

● 学習指導の充実 

・基礎学力の向上及び夢を実現するための確かな学力の育成 

・課題解決能力を向上させるための、魅力ある実習及び課題研究の実践 

・農林科学科の特性に対応した組織的、系統的な指導体制の構築 

・指導と評価の一体化のための、観点別学習状況評価の推進 

A 

豊かな心と健やかな体を育む、特別活動及び

生徒指導の推進 

● 道徳教育・特別活動の充実 

・探究活動を取り入れた「道徳」の授業の実施 

・生徒会・各部・各委員会活動の活性化による「豊かな心」の育成 

・ボランティア等の体験活動の推進による「他人を思いやる心」の育成 

● 生徒指導の充実 

・基本的生活習慣の確立と規範意識の高揚 

・面談等による生徒理解の推進及びカウンセリングの充実 

A 

時代の変化やグローバル社会に対応できる、

進路指導の推進 

● 進路指導の充実 

・進路希望に対応した、組織的、体系的なキャリア教育の充実 

・国公立大学に進学できる学力をつけるための授業実践と課外授業の推進 

・企業訪問・大学見学会・講演会等による、望ましい職業観・勤労観の育

成 

● 国際教育等の充実 

・国際交流事業等の充実による、異文化並びに自国文化理解教育の推進 

・グローバル社会で活躍するための、多様性の涵養並びに挑戦心の育成 

A 



別紙様式２（高） 

年同様に地元大子町出身者の過半数の志願を得

られなかった。令和４年度から本格的に実施され

る大子町中高連携事業への積極的な参加と継続

的な「清流だより」の配付、中学校教員、塾担当

者等への積極的な説明、情報発信に努め、地元大

子町及び近隣市町村からの志願者を増やしてい

く必要がある。 

そのために、職員が働き方改革をより一層推進

しつつ、個に応じた効果的な教育活動が行える体

制を整備し、多様な進路希望の実現を図ってい

く。加えて地域社会活動等に積極的に参画し、日

頃の学習成果と本校の魅力を広く周知し、地域創

成を担う学校構築を目指していく。 

保護者や地域との連携及び本校教育活動に関

する情報発信の推進 

● 保護者・地域・小中学校との連携や交流の推進 

・地域との連携による地域人財の積極的な活用（学校設定科目「未来探究」

で実践） 

・地域や小中学校との積極的交流による、地域に開かれた学校づくりの推

進 

● 教育活動等の情報発信の推進 

・「清流だより」の配布、学校ＨＰの定期的更新による広報活動の充実 

・学校説明会の充実並びに積極的な学校公開の実践 

 

A 

生徒の特性に応じた教育の推進 ● 適切な生徒理解による個別支援とインクルーシブ教育の推進 

・適切な生徒理解と教育的ニーズに応じた個別支援の充実 

・インクルーシブ教育実践のための関係機関との連携及び研修の推進 
B 

働き方改革の推進 

 

● 業務の効率化による働き方改革の推進 

・業務の効率化及び意識改革による働き方改革の推進 

・積極的な休暇取得の推進 
B 

三つの方針 具体的目標 

「三つの方針」

（スクール・ポ 

リシー） 

「育成を目指す資質・能力に関す 

る方針」 

（グラデュエーション・ポリシー） 

○人間尊重の心を持ち、社会の変化に主体的に対応できる、心豊かな人材 

◯自分の個性を大切にし、対話による高いコミュニケーション力を持つ人材 

◯自分の将来を深く考え、主体的に進路実現ができる人材 

◯地域の魅力を理解し、地方創生に貢献できる人材 

「教育課程の編成及び実施に関す

る方針」 

（カリキュラム・ポリシー） 

◯地域の農林業の特性を生かした教育課程による、多様な進路希望の実現 

◯生徒の幅広いニーズに対応した教育課程による、就職から進学までの進路希望の実現 

○高齢化社会と地域の要望に応じた実践的な教育課程による、福祉系の進路希望の実現 

「入学者の受入れに関する方針」

（アドミッション・ポリシー） 
○夢を実現するための確かな学力を育もうとする生徒 

○豊かな心と健やかな体を育もうとする生徒 

○時代の変化やグローバル社会に対応しようとする生徒 

○地域と連携し、地域貢献に努めようとする生徒 
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評価項目 具体的目標 具体的方策 評価 次年度（学期）への主な課題 

国語 基礎的・基本的な知識の定着を

図る。 

漢字テストや知識事項の小テストを行い、反復学習を通して知識の定着を図る。 B 

B 

・既習事項の復習及び基礎知識

の定着を図るために、効果的な

反復学習法を考案したい。 

・電子黒板やタブレット等 ICT

機器の活用法を充実させ、生徒

の学びがより深まるよう努めた

い。 

・グループ活動や発表等を増や

し、他者に自分の考えを効果的

に伝える方法を確立させたい。 

・教育目標を達成しながらも、

生徒一人一人が自信を持って外

部試験を受けられるよう授業展

開を見直していきたい。 

生徒の実態に合わせた教材の選定を行い、ティーム・ティーチング等を通して、生徒を

きめ細やかに指導できる授業を行う。 
A 

伝え合う力を育てる。 

 

グループワークや発表等を通して他者に自分の考えを分かりやすく伝える方法を考えさ

せる。 
B 

他者の意見を傾聴する時間を取り、自分の意見を深めることができるようにする。 A 

進路指導の充実を図る。 志望理由書など文章の添削指導や面接指導を通して、生徒の志望進路実現に努める。 A 

生徒の志望進路に応じた課外や補習を行う。 A 

ICT 教育の充実を図る。 電子黒板やタブレット等電子機器を活用し、主体的で対話的な学びが深まる授業ができ

るようにする。 
B 

プレゼンテーションの準備等を通して社会に出た際に必要な情報選択能力や論理的思考

力を養う。 
B 

生徒の主体的学習を ICT により実現し、他者と協働して問題を解決する力を育む。 

B 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

地歴・公民 基礎学力の向上を図る。 学科・系列・クラス等の実態に合わせた授業を行う。 A 

A 

・一人一台端末の有効な活用。 

・生徒の学習意欲を引き出すような

教材教具、授業展開の工夫。 

・学習目標の明確化と振り返りによ

生徒の進路希望に応じた課外授業や補習を行う。 B 

授業内の課題や家庭学習課題、小テストなどを課すことで、理解の定着を図る。 B 

学習指導法の研究・実践に努め 副教材・視聴覚教材・実物教材・ICT を効果的に利用した授業を展開する。 A 
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る。 ペアやグループでの学習、記述、論述、説明、問題演習など多様な授業を単元のねらい

や生徒の実態に応じて展開し、「主体的・対話的で深い学び」の実現を図る。 

A 

る学習内容の定着の促進。 

・言語活動を取り入れた授業の充実 

・授業アンケートなどを利用して授

業内容や教材の見直し、生徒の資

質・能力の伸長の見取りを行う。 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

数学 基礎学力の向上に努める。 

 

生徒の学び直しを進め、義務教育内容を補う指導を行う。 A 

B 

・ICT 機器を双方向で活用し、

生徒の理解度を深める。 

・外部の研修への参加だけでな

く、校内教科内で授業を相互に

観察し、指導力向上に努める。 

定期的に課題を提示し、家庭学習を通じて振り返り学習を促す指導を行う。 A 

数学検定等の外部試験に対する意識を向上させるとともに、対策課外を実施するなどし

て合格率の向上を目指す。 
B 

進路指導の充実を図る。 

 

生徒の希望進路や学習意欲に応じた課外を継続的に実施する。 A 

四年制大学・短期大学・専門学校・公務員試験等の出題内容を分析・研究し、生徒の進

路実現に資する指導を行う。 
B 

教科指導力の向上に努め

る。 

 

資質向上研修などに積極的に参加し、授業力の向上を目指す。 B 

IＣT 機器を効果的に活用した、生徒の理解を深める授業実践を行う。 
B 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

理科 基礎学力を定着させる。 授業後に振り返りや小テストを行うことで、基礎学力の定着を図りつつ、学習内容の定

着を把握し、必要に応じて補習を実施するなど生きて働く「知識・技能」の習得を目指

す。 

B 
A 

・大学進学者の学力向上を目指

す。 

・共通テストへの対応を意識し

た、演習問題の実施、学習課題教員間の授業公開・参観、各種研究会への参加を通して、指導力の研鑽を積む。 A 
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生徒の学習意欲を喚起する授

業を行う。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、アクティブ・ラーニングの視点からの授業

改善を図るため、研修や相互の授業参観等を行い、「わかる授業」の実践を目指す。 
A 

の配布をする。 

・個に応じた学習課題を課し、

自主学習を促す。 

・生徒の理解を促す、ICT を活

用した授業方法を研究する。 

日常生活や社会との関連を授業で取り扱うことで、社会の変化に対応できる「思考力・

判断力・表現力」を身につけさせる。 
A 

自主学習の習慣化など、主体的

に学ぶ態度を育成する。 

副教材や配付資料などを精選し、適切な課題を課すことで、自主学習を促進する。 B 

実験・観察を通して、自然現象への興味・関心を高め、基本的な「実験・観察の技能」

を習得させる。 
A 

さまざまな希望進路に応じた

指導を行い確かな学力の育成

を図る。 

ＩＣＴ機器や動画等を活用した授業方法を研究し、生徒の授業理解の手助けとする。 A 

大学進学希望者への平常時や長期休業中の課外を通して、さらに高い学力を身に付けさ

せる。 

B 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

保健体育 生徒の実態を把握した学習指

導計画の充実を図る。 

地域や学校の実態に即した学習内容および系統的な指導計画の工夫をする。 B 

B 

・新型コロナ感染対策を十分に

行い、昨年度よりも実技種目を

増やし、安全に体育活動を実施

することができた。 

・体育館内にも Wi-Fi 環境が整

ったこともあり、体育実技でも

ICT を活用した授業方法を工夫

していきたい。 

運動の喜びや楽しみを理解させ、内容の習熟に意欲的に取り組む指導計画の工夫をする。 A 

健康で豊かなスポーツライフ

を育む評価の工夫を図る。 

評価規準と評価方法を工夫し、具現化する。 
B 

豊かなスポーツライフの基礎

を培う体育学習の工夫を図る。 

集団行動の指導を重視する。 Ａ 

自ら体力を高め、自発的に運動の学び方や技能の習得に取り組むような学習方法を工夫

する。 
Ａ 

自らの健康を適切に管理し、改 課題学習や調べ学習による自主的・自発的学習を促進する。 B 
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善していく実践力を培うため

の保健学習の充実を図る。 

多様な体験的、実践的学習の活用による学習を工夫する。 

Ａ 

・生徒の意欲向上のため評価基

準・方法をさらに研究していき

たい。 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

芸術 生涯にわたり芸術を愛好する

心情を育てる。 

芸術の多様な領域・分野を扱いながら、生徒が主体的に取り組むことができる学習活動

を計画・実施する。 
Ａ 

Ｂ 

・ICT を有効的に活用できるよ

うな授業の工夫を考えていきた

い。 

・題材の連続性を持った学習内

容の工夫をしていきたい。 

感性を高め、芸術の諸能力を伸

ばす。 

芸術に対するとらえ方や考え方を深化させたり、それらを自ら表現したりできる学習活

動を工夫する。 

Ｂ 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

英語 英語への興味・関心を高める。 ＡＬＴと協力し、英語や異文化に触れる機会を多く設ける。 A 

B 

・ICT 機器を積極的に活用し、

生徒の興味関心を高める授業方

法を模索する。 

 

・自発的な家庭学習の習慣づけ

のための働きかけや工夫が必要

である。 

 

積極的な辞書指導を行い、英語への興味関心を高める。 C 

上級学校進学に必要な英語力

を身につける。 

クラスルームイングリッシュを多く使用する。 C 

継続的な週末課題や小テストの実施、副教材の効果的な使用によって自発的な学習意欲

を高め、家庭学習を習慣づける。 
B 

コミュニケーション能力を育

む。 

ペアワークやグループワークを通し、自分の表現したいことを相手に伝える力を育む。 B 

自国の文化や興味のある事柄について、他者に伝えるための十分な知識を深める。 B 

パフォーマンステストを年に２回以上実施する。 A 
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外部検定試験受験を推進する。 

英検対策の課外を充実させ、各級の保持者数の目標を次のように設定する。 

２級保持者：在籍生徒の 3％（今年度は 4 名）、準２級保持者：在籍生徒の 5％（今年度

は６名） 

B 

・助成金制度を広く周知し、検

定試験受験者数を増やしてい

く。 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

家庭 日常生活に必要な知識と技術

の習得を図る。 

日常生活に活かせるような内容を設定し、実践的学習の充実を図る。 Ａ 

Ａ 

・ICＴ機器を活用し、生徒の理
解度を深め、興味関心を高め
るよう授業構成を工夫する。 

 
・校外実習等を実施し、体験的・
実践的な学習を充実させる。 

生徒の実態に応じた授業や実験実習に努める。 Ａ 

体験学習の充実を図る。 幼稚園等での保育実習や外部講師によるマナー講座など体験学習の充実を図る。 Ｂ 

資格取得の促進を図る。 学科の特性を活かした資格取得のための指導を通して、関心・意欲を高める。 

Ａ 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

福祉 基礎的・基本的な知識と技術を

習得させる。 

資格取得を目指し、基礎的・基本的な知識と技術を習得できるよう生徒一人一人に応じ

た授業を行う。 
A 

A 

・学校や県 HP を活用し、福祉

の広報活動を行う。 

・オンライン等の IＣTを活用し、

生徒の理解を深めるための授業

や指導を工夫する。 

授業を活性化させる。 

・地域や社会福祉施設、小中学

校との連携を深める。 

・障害の理解を深めるために、

特別支援学校や障害者施設との

生徒が主体的に学習できる学

習活動の工夫を図る。 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けて、アクティブ・ラーニングの視点からの授業

改善を行い、生徒の「わかる授業」の実践を目指す。 
A 

施設での実習、ダイアログインザダークでの体験学習、国際福祉機器展見学会など、実

践的な学習の充実を図る。 
A 

IＣT 教育の充実を図る。 ＩＣＴ機器や動画等を活用した授業を展開することや、実習報告会の際にパワーポイン A 
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ト作成を通して、生徒に思考力・判断力・表現力を身につけさせる。 連携を図る。 

・校外学習や施設実習等を実施

し、体験的・実践的な学習を充

実させる。（コロナ禍を想定し、

代替案を含めて検討する。） 

外部との連携を図る。 実習施設や地域団体、小中学校等との連携を深め、福祉教育を推進する。 B 

地域の福祉について理解をし、地域に貢献できる場を作る。 B 

学習環境の整備を整える。 季節の壁画など掲示物の創作活動、福祉棟の美化緑化活動を充実させ、生徒の感性を高

める。 
B 

広報活動を強化する。 学校や県 HP への記事の掲載や各種広報誌等を通じ、広報活動の強化を図る。 

B 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

農林科学 農業・林業教育の充実と地域と

連携した農業教育の推進に努

める。 

実践的・体験的な学習を通して、情報化社会に対応した魅力ある農業教育を推進する。 A 

A 

・ICT を活用した地域の農林業

と連携した授業展開の導入がで

きた。今後も特産品の授業導入

を含め、新たなプロジェクトを

計画し地域と連携したものを実

施していく。 

・農業クラブ全国大会が実施で

きたことで、生徒の理解を深め

るための授業や、指導の幅が広

がり発展的な授業の工夫ができ

る。 

・農業、林業各コースで産・学・

官連携事業がきる環境も整い次

年度の演習計画が大きく進化す

る。 

・演習林や圃場整備が実施でき

たが、継続的に圃場等関連施設

も含め環境改善を進めていく。 

 

 

農業学習の特質とプロジェクト学習の意義や進め方について理解させ、生徒の興味・関

心を高める。 
A 

農林業の各分野について基礎的、基本的な知識と技術を習得させる。 A 

農林業に関する幅広い資格取得環境を整える。 A 

農業クラブ活動を充実させる。 農業クラブの目的を理解し、学校生活の柱としての活動の場を整える。 B 

A 
様々な活動を通して科学性・社会性・指導性を高める。 A 

体験的な学習を通してプロジェクト学習を活性化させ、生徒の健全な心と生活態度を育

成する。 
A 

職業人として、意欲的で人間性

豊かな人材を育成する。 

働くことやものづくりを通して、意欲的で人間性豊かな人材を育成する。 A 

A 農林業の社会的な意義や役割についての理解を深め学習意欲の向上を図る。 A 

地域の農林業について理解をし、地域との連携を継続的かつ積極的に実施する。 A 

圃場及び演習林の管理と整備 安全な実験実習の環境（圃場・演習林）の整備を図る。 B A 
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促進する。 

 

圃場の活用と農業機械学習の促進及び、圃場・演習林の活用と専用機械学習の促進を図

る。 
A 

 

授業改善の推進 学校評価アンケートにおいて、授業満足度の「授業が分かりやすいと思う」生徒が 40％

になるよう授業改善する。 
A 

教務 学力向

上の為

の体制

づくり

に努め

る。 

授業時間確保 始業・終業のチャイムを教室・教場で聞く体制づくりと聞く姿勢づくりを行う。 A 

B 

・ICT を活用した深い学びがで

きる授業研修を充実させる。 

・入学者を増やすため、学校の

魅力を伝える等広報活動につい

て検討を図る。 

・ＩＣＴを活用するなど生徒の

家庭学習意欲を増進させるため

の方策を図る。 

・授業での図書館利用を促進で

きるよう教科の学習で活用でき

る選書を行う。 

・環境整備として、廃棄規準に

沿って蔵書の廃棄をさらに進め

る。 

 

カット授業の均等化等により、進度の適正化を図る。 C 

授業のスキルアップ お互いの授業を公開することで、授業のスキルアップを図る。 B 

学習指導の充実に繋がる観点別学習状況評価の推進を図る。 A 

学習意欲の涵養 教材等を工夫し、生徒の学ぶ意欲の増進を図る。 A 

家庭学習の習慣化 家庭学習の習慣化を図るため、Classi 等のオンライン教材の活用を推進する。 B 

広報活動の活発化を図る。 HP、ポスター、学校だより｢清流｣、クリアーファイル、学校案内等の充実を図る。 A 

職員室の整理整頓を図る。 職員室をより使いやすい環境にし、仕事の能率向上を図る。 A 

情報システム利用の活発化を

図る。 

IＣT 機器の使用を活発化し、教員のスキルアップを図る。 
A 

図書館の利用推進 幅広い分野からバランスを考え、生徒に有意な選書を行う。 A 

希望図書アンケートを実施し、役立つ図書を購入する。 A 

図書館の環境整備 新着図書を速やかに貸し出せるようにする。 A 

図書委員会活動の充実 広報・ディスプレイなど、係分担して活動の活性化を図る。 A 

生徒の声を活かし、利用しやすい図書館づくりを行う。 A 

生徒指導 生徒の実態を把握した生徒指

導体制の充実を図る。 

いじめ、自殺、不登校、中途退学、暴力行為等の問題行動の未然防止と組織的かつ迅速

な対応に努める。 
A 

B 

・生徒に対して同一の指導がで

きるように教職員でさらに、共

通理解を図りたい。特に、男子

の頭髪について、どの規定に該

情報の共有化と共通理解による行動連携の充実を図る。 A 

生徒の自己実現を促す指導・援 生徒が存在感や所属感を実感できる学級づくりの支援に努める。 B 



別紙様式２（高） 

助の充実を図る。 生徒と教師、生徒相互の好ましい人間関係づくりの推進を図る。 B 当するか今後の検討課題となっ

た。 

・内規検討を次年度も行い、見

直しを進めたい。 

・多様な生徒に対して SC や

SSWと連携を取りながら生徒支

援・援助を引き続き行う。 

・アンケート調査や面談等を通

して、いじめなどの生徒間のト

ラブルを早期発見・早期対応を

さらに図る。 

生徒指導上の課題に対応した校内研修や事例研修等の実施に努める。 A 

規範意識の高揚と公共マナー

の向上を図る。 

教師と生徒の日頃の人間的なふれあいの中で「ダメなことはダメ」の指導の徹底と自己

抑制力の涵養を図る。 
B 

服装・頭髪などの指導に対する共通理解の確立と指導の徹底を図る。 C 

基本的生活習慣の定着（特に遅刻防止）とマナーアップに向けた取り組みの充実を図る。 B 

教育相談の充実を図る。 生徒の内面に目を向け、一人一人の心身のよりよい発達を促す指導・援助の推進を図る。 A 

生徒に応じた教育相談体制の構築を図る。 A 

スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの活用を図る。 A 

家庭や地域社会、関係機関との

連携を図る。 

学校と家庭、地域社会、関係機関との情報共有および行動の連携を図る。 A 

校種間連携の充実を図る。 B 

交通安全指導に努める。 バイクの実技講習、バイク・自転車の定期点検等を実施し、事故防止の啓発を図る。 A 

進路指導 生徒一人ひとりの進路目標実

現のために適切な援助をする。 

 

各学年団との連携を緊密にして進路指導を進める。 B 

B 

・各学年会議で進路関係の報告

をする機会を作り、学年との連

携を深める。 

・早期離職者を減らすための方

策および大子町内就職者の数を

増やすための方策を立てる。 

・共通テストおよび総合型・学

校推薦型選抜（公募制）の対策

を充実させる。 

低年次よりキャリア教育を推進し、職業観・勤労観を育成する。 B 

担任や学年の枠を超えて、進路指導部として個に応じた進路相談を行う。 B 

地域の企業・事業所との連携を

さらに密にする。 

企業・事業所を継続的に訪問することで密な関係を構築・維持する。 B 

他分掌と協力し、生徒参加型の活動（未来探究やインターンシップ等）を充実させる。 B 

大子町やハローワークと協力し、町内の企業説明会を開催する。 A 

生徒・保護者およびクラス担任

に適切な進路情報を提供する。 

各学年団にふさわしい各種ガイダンスや研修会の開催および資料提供を行う。 B 

進路指導部員の定例会議を実施し（月 1 回程度）、情報を共有する。 A 

定期的に「進路だより」を発行する（年 10 回以上）。 B 

特別活動 特別活動を通して、心身の調和

のとれた発達と個性の伸長を

各活動及び学校行事を見通して、その中で育む資質・能力の育成に向けて、生徒の主体

的・対話的で深い学びの実現を図るとともに、「他人を思いやる心」を育む。 
A B 

・学校行事をより充実したもの

にするために、教員や生徒の意
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図る。 減少した生徒数に見合った組織へと改変させるため、組織や行事等の精選や充実を図る。 B 見を反映するための方策や機会

を検討する。 

・生徒数の減少に合わせた組織

の数や内容の精選をする。 

 

集団活動を通し、よりよい生活

や人間関係を築こうとする自

主的、実践的態度を育てる。 

自他の個性を理解して尊重し、互いのよさや可能性を発揮し、よりよい人間関係を形成

する。 
A 

地域や社会の課題を見いだし、主体的に集団や社会に参画し人間関係をよりよく形成す

るとともに、人としてのあり方を探究し自己実現を図ろうとする態度を養う。 
B 

キャリア・パスポートの活用を

推進する。 

主体的に目標を設定し学校生活を送る態度を養い、校内外の諸活動において体験したこ

とや考えたことを表現する力の向上を図る。 
B 

保健厚生 健康を保持し、増進させるため

の知識を育てる。 

健康教育講話等の実施と事後指導を充実させる。 A 

B 

・感染症対策に迅速かつ柔軟に

対応し、生徒の健康保持に努め

る。 

・他機関と連携して防犯訓練、

消火訓練、防災教育、救急救命

講習会等について充実させる。 

 

保健関係資料等を活用し、生徒の健康教育の充実に努める。 B 

自他の生命を尊重する安全意

識を育てる。 

防災訓練を実施し、災害時に対応出来る力をつける。 A 

教職員対象の防犯訓練を実施する。 B 

職員･生徒向けの救命救急講習会を実施する。 B 

よりよい校内環境づくりのた

めの整備と工夫に努める。 

校内の環境美化･安全の啓発を行う。 A 

委員会活動において校内の環境美化に努める。 B 

渉外 学校と家庭の連携を図る。 ＰＴＡ総会・評議会・専門委員会、学年ＰＴＡ等運営の活性化に努める。 B 

B 

・新型コロナウイルス感染症の

流行終息の目途が立たぬ状況

で、集会等の参加者の減少につ

いて対策をとる必要がある。 

・役員等になっていただける保

護者確保が厳しく対策が必要で

ある。 

会報「清流」の発行や保護者通知等、広報活動の充実に努める。 B 

関係機関や地域との連携を図

る。 

登校指導・巡回指導等、学校と家庭と地域社会が一体となって、生徒のマナーアップや

規範意識等社会性の向上に努める。 
B 

関係機関や地域の声を聞き、生徒の健全育成に生かす。 A 

ＰＴＡ会員の教育活動への積

極的な参加を推進する。 

学校行事や視察研修等、会員の積極的な参加を促し、会員相互の親睦を図るとともに、

教育活動の一層の推進を図る。 
B 

第１学年 生活面の指導の充実を図る。 公共マナーを遵守させる。 A 
B 

・進路目標を明確にさせる。 

・基礎学力を身に付け、主体的挨拶・返事・清掃の指導を徹底する。 B 



別紙様式２（高） 

良い基本的生活習慣を確立させる。 B な学習の習慣を身に付ける。 

・探求活動を通して、問題解決

能力や社会性を身に付ける。 

学習面の指導の充実を図る。 進路に対する意識づけをする。 A 

家庭学習を習慣化させる。 B 

授業を受ける態度を意識させる。 B 

課題の提出を徹底する。 A 

その他の活動の充実を図る。 学校行事・部活動・特別活動へ積極的に参加させる。 A 

スマートフォン・タブレット等の正しい使用を指導する。 B 

他者との協働を推進する。 B 

第２学年 社会を意識した態度の育成を

図る。 

一般社会を意識した行動やマナーを実践させる。 B 

A 

・一般社会を意識した行動を実

践させる。 

・進路実現のための、努力を実

践させる。 

・進路を実現させる。 

修学旅行等集団行動の指導をとおし、他者との協働を図り、自律と献身を実践させる。 A 

授業態度の向上を図る。 授業をとおして時間を守ることを習慣化させる。 A 

授業を大切にする習慣をつけさせる。 A 

進路意識の高揚を図る。 進路関係行事を充実する。 A 

面談機会を増やし、次年度の進路決定に向けた準備をする。 A 

挨拶・返事・清掃の励行を図る。 挨拶・返事・清掃を習慣化し、定着させる。 B 

第３学年 進路実現を図る。 朝、放課後、長期休業中の課外を充実し、学力の向上を目指す。 B 

B 

・冬休み明けの服装頭髪の違反

への指導を徹底する。 

・生徒の実態に合わせた声かけ

を行う 

・学校のルールを守る、しっか

りと勉強するという基本をも

う一度思い出させる。 

進路ガイダンスを積極的に実施し、特に面接力を充実する。 A 

就職、看護医療、大学進学模試へ積極的に取り組み、自己と進路先の理解を深める。 A 

家庭、早朝、放課後の自主学習を計画的・継続的に行えるよう環境を整える。 B 

社会人への進化を図る。 公の場での服装、言葉遣いを確立する。 B 

正しい判断で自立した行動ができるようにする。 B 

高校生活の集大成を図る。 最終学年として、学校行事、クラス行事に積極的に取り組ませる。 A 

※ 評価規準： Ａ: たいへん良くできた  Ｂ: 良くできた  Ｃ: 普通   D: やや不十分  E: 不十分 


